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if anything は、「もしあるとしても」といった訳が辞書に載っているけれども、辞書の訳語を当てはめては

しっくりしないことが多いので要注意！ここは「私にもとめられていることがなにかあるにせよ、それがなん

であるか（わからない）」といった意味合い。

The New York Times の最近に記事(母子ぐるみで仲良しだった間柄で、自閉症と診断された一人の子

が乱暴をはじめ、その弟も兄をまねて乱暴をするようになったしまう。そのような場合にどんな対応をす

ればいいのか、という母親の悩みについての記事)：

・・・・ But that last is becoming a deal breaker for Isabel(a mother), and Isabel feels — strongly — that

Sharon(a mother) should at least teach her younger child, who is not autistic, not to fight, for his sake as

well as for her daughter's.

What, if anything, could Isabel say or do to try to allow the families to keep hanging out together in

the way they always have? Is she right to consider approaching Sharon, or should she accept that the

way things are with Sharon and her sons isn't going to change? Should you ever call a friend out on her

discipline, especially a friend in Sharon's position, and if you do, can the friendship survive?

(Parental Quandary: When a Friend's Child Hits Yours: http://nyti.ms/uGutDt)

ここでは、単に決まり文句というより、前段の内容を踏まえていることに注意：「とるべき発言や行動がある

にしても」

b の(is) expecting of の主語は what なので「受け身」なる必要がある。→what is expected of me

expect something of someone あることをある人に期待する

in regard to は、「～については、～に関して、」

deal with は、「～を処理［処置・処遇］する、～に対応［対処・応対］する、～に取り組む」

Nothing .... more than

否定語＋比較級は要注意：これは比較的平易だが、「一番いらいらさせること」ということになる。

matterは「多義語」：ここは「問題、事情」。他はここでは一つだけ：mind(こころ)に対する「物質」。

The common state of ～ is solid, liquid or gaseous. 物質の普通の状態は固体か液体か気体である.

with whoこれが誤り：前置詞の後は「目的格」＝whom この場合、訂正の可能性は：

everyone who he talks withあるいは everyone he talks withが可能。後者は、目的格の関係代名詞の省略。
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こういう問題はどうするのか？こういう問題が分からなからなくても動揺しないことが大切。正解をいってし

まうとａに関係代名詞の Asが入る。ただ、ここでは「訂正」する必要はないので、矛盾点を考えて解答する

と合理的に正解にたどり着く可能性が高くなる。

It was adj. (that) を思い浮かべることになるが、thatがないにせよ、カンマで区切られていること、the

coupleと「限定された」夫婦であること、少なくてもこの二点から、It was adj. は成立しないことが考え

られる。そう考えれば、Itがおかしい、という結論になる。

For the life of, ... Not

通例、主文に「否定文」をとり、「～にはどうしても・・・できない」という意味。

figure outは、「理解する」＜計算して答えをだす cf. Work outは「苦労して理解する・解明する」意味。

ここは、despiteが誤り。これは前置詞なので後ろに文節はこない。接続詞、thoughなどにする。

文法オタクモードになります。

nextは曲者：

ａの next to は本来前置詞句。あとには名詞、代名詞をとるが、ここでは形容詞 impossibleが来ている。だ

から副詞句（＝almost）と考える。 問題にはなっていないが、dの前の in next month's general election

の nextの前に定冠詞がない。general electionはどの「総選挙」かが想定できるので定冠詞ｔｈｅをつける

ことを文法的には考えるが、付けないのが普通。これは、「来月」と今の月が「今月」の時には冠詞を付けな

いことからきていると思われる（ある月を別に想定している場合には基本的に theを付けるべき）。つまり、

今 12月で、一月に総選挙が行われるという場合。また、monthが入らない場合、つまり「次期総選挙」とい

う場合、本来であれば theをつけるべきだろうが、欠落している場合が多く、誤りとは言えない、と考えるべ

きだろう。

そんな目で今後、ｎｅｘｔをみてみると興味深いと思う。

with any degree of ｗｉｔｈにも下線があると、toではないかと迷うとかも。to a degreeとか to any degree

といった言い方が頭にあるからだろう。ここが with になるのは with considerable accuracy のように

accuracyの引きずられたもの。例えば、with a great degree of certainty きわめて正確に、ように。また、

any degreeが準否定語 impossibleと結んいることにも注意。ｃはなくてもいいだろうがあっても間違えとは

いえないだろう。これは、誤りなし、ということでしょう。
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in thatは、「～の点において、～であるから」

such good idea がおかしい。idea が可算名詞なので単数なら冠詞が必要。such a good idea。最近は問

題にされことは少ないが、so good an idea という soを使った表現。

on th coming weekendの onを付けない場合も多い。following oneの oneは weeｋendを受ける。

主語がないことに気付けるか、が問われている。thatを補語とはできない。Howは副詞、もしくは形容詞なの

で主語になれない。また that以下を主語にすると語順があやまり。ｔｈａｔ以下を主語にするには、この節

を canと beの間に置きたい。それを可能にするには、仮主語の itを置く。ｃは livingでも OKだろう。

cの youngがおかしい。Young peopleとするのが最も分かりやすい。あとは the youngか youthが可能か。

in matters of cultureは「文化の問題において」＞「文化に関して」 例文：His ignorance in matters of

psychology is shocking. 心理学に関する彼の無知にはあきれる。

to be creative and originalは abilityを説明。

profitはここは不可算名詞だから複数にはならない。もちろん there isだから変えようがない。ただし、

there are profits in speculative business という複数である場合もある。

問題は inが正しいかにどうか。上記の例にあるように inを後にとる。

thanのあとの there isは省略も可能だが、ついている場合も多い。なぜかはわからないが・・・

．．．whether or not that's really trueは、．．．whether that's really true or not でも OK。

誤りなし。

when it comes to ～ ～のこととなると、[必須] at least 少なくとも、[必須]

familiar with1 《be ～》～をよく知っている、～に詳しい［精通している・通じている］ [必須]

(my) brother'sのｄをどうするか？my brother isの省略形、と考えれば OKそうなんだけれど・・・ is以下



4

が省略されているわけだから、isにストレスを置くので、省略形にはならない。ちょっと難しい。ただ、than

以下に省略形が来ているケースを見ることはないのではないか。

解答例：


